
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主題設定の理由 

 今までの研修主題 『自分の考えを持ち、実現できる児童の育成』 

 

 

今まで培ってきたこと・・・ 

『児童自身で「めあて」・「まとめ」を設定する』や『主体的な交流活動』 などを生かして 

 

 

『まとめ（振り返り）』を意識した研修主題へ！！ 
 

「深い学び」とは・・・ 

『主体的・対話的で深い学びの実現』 

習得・活用・探求という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、

①知識を相互に関連づけながら深く理解したり、②情報を精査して考え方を形成したり、問題を見いだし

て解決策を考えたり、③思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。

（中央教育審議会答申（平成28年12月より） 

 

「３つのまとめ」とは・・・ 

上記の下線部の４つを各教科で指導しやすいよう独自に３つに整理したもの。 

①学んだことができるようになる。（I can.） 

②学んだことを生かす、活用することができる。（I use.） 

③疑問をもったり、次への学びに意欲をもつ、学びに向かう人間性を育てる。（I want.） 

 

 

 

 

 

内容：今年度の研修について 

令和元年度 研修主題 

『振り返りを工夫して、深い学びができる児童の育成』 

―３つのまとめを達成する（I can. I use. I want.）― 

※「平成 31 年度伊勢崎市の学校教育方針」のうち、「21 世紀型学力向上プラン」に重点的に取り組む。 
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各教科で児童が思考・判断・表現す

る場の設定を研修してきた。 

 

こんな授業を目指してます。 

○授業の内容がわかる！ 

○学んだことを使ってやってみる！ 

○もっと知りたい！やってみたい！と思える 


